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過度な自動車依存に起因する交通渋滞などの諸問題の解決と，公共交通の利用促進の面で，カーシェア

リング（CS）は有用な手段である．特に乗り捨てを認めるワンウェイ型CS（OWCS）は，導入エリア内

全体の自動車利用距離抑制だけでなく，公共交通による移動が不便な区間での補完的利用により利便性向

上も期待できる．このOWCSへの転換には，それ自体の利便性だけでなく，荷物や混雑といった個人別の

不便な条件も影響を及ぼすと想定される．そこで本研究では普段利用する交通手段を対象として，混雑具

合など諸々の不便さの評価と，同じ区間にOWCSが導入された場合の利用意向を問うアンケートを実施し

た．アンケート結果を基に，不便さを説明変数に加えたOWCSの選択モデルを構築することで，その選択

に影響を及ぼす因子を考察する． 
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1. はじめに 

 

過度な自動車依存による大気汚染などの環境問題や，

渋滞などの交通問題が我が国の各地で発生している．こ

れらの改善策の1つとして公共交通の利用推進が図られ

てきたが，自動車の利便性に対抗できず，思うような成

果を挙げられていない．自動車利用の抑制を考慮するう

えでは，その利便性に匹敵する代替手段を提示し，自家

用車からの転換に対する抵抗を小さくしなければならな

い．その有力な手段として，近年我が国でも浸透しつつ

あるカーシェアリング（以下，CS）が挙げられる．1)  

CSは，1台の自動車を複数人で組織的に共同利用する

仕組みである．期待される導入効果としては，1)導入エ

リアでの総車両走行距離の抑制，2)抑制された自動車交

通の他手段への転換，3)導入エリア全体の移動利便性向

上 などが挙げられる．1)や2)は，冒頭でも述べた自家

用車からの転換であり，山本ら1) や矢野ら2) など複数の

研究から報告されている．3)は，公共交通のアクセス/イ

グレス交通としての活用，遠回りなどで公共交通が不便

なODでの利用といった，公共交通のサポートとしてCS

を位置づけることにより，公共交通ならびに地域交通の

利便性向上を図るものである．こちらについては，西垣

ら3) によりCSによる導入エリア全体のアクセシビリティ

向上が評価されている． 

このように，その有用性が多くの研究で認められてい

るCSであるが，ここで根本的にCSが交通手段として選

択されうるのかという疑問が生じる．先に述べた研究も，

CSの会員に対する調査1), 2) や，CSの「潜在的な」導入効

果の評価3) であり，CSを利用することが前提となってい

る．そこで本研究では，CSの会員・非会員を問わずに

アンケート調査を実施し，CS選択モデルを構築するこ

とで，その利用意向に影響を及ぼす要因を把握すること
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を目指す．このようなCSへの転換を題材に，アンケー

ト調査の実施と選択モデルを構築する研究は複数なされ

ているが，それらとの差異を含め詳細は次章で示す． 

なお，CSは借りた場所と返却場所が同一である「ラ

ウンド型」と，乗り捨てが可能である「ワンウェイ型」

に大別される．CS先進国である欧米諸国では後者の中

でも特に，路上駐車が認められている場所ならどこでも

乗り捨てが可能な「フリーフロート型」での成功事例も

報告されている．一方我が国では，2014年に国土交通省
4) が法改正を行い，ワンウェイ型での運用が開始された

ばかりである．利用者の利便性や公共交通との連携を考

えれば，比較的柔軟に利用できるワンウェイ型の方が望

ましいのは明白で，今後我が国のCS事業においてもワ

ンウェイ型の普及が望まれる．したがって本研究でもワ

ンウェイ型を中心に議論し，その普及の一助となること

を期待する． 

 

 

2. CSへの交通手段転換に関するアンケート調査

を実施した研究のレビュー 

 

CSへの転換を題材にアンケート調査と選択モデルの

構築を実施する研究は，海外を中心に数多くなされてい

る． 本研究では，ワンウェイ型CSの利用意向を尋ねる

SP調査を実施するため，同様にSP調査を利用している

既往研究をレビューする． 

De Luca・Di Pace5) は，都心への通勤・都心からの帰宅

において，各被験者が普段利用する交通手段からCSに

転換するかを問うSP調査を実施している．その結果か

ら，CSは自家用車からの転換を促しうるが，公共交通

のサービスレベルが不十分だと，そちらの完全な代替手

段にもなってしまうことを指摘している．Yoonら6)  は，

各被験者が調査前日に行ったすべてのトリップを尋ね，

続いてそれらの中でワンウェイ型CSまたはラウンド型

CSに転換しても良いトリップをSP調査で尋ねている．

調査から，ワンウェイ型CSは自動車を保有している，

中高年層である，タクシーを頻繁に利用する人が，より

利用しやすいと指摘している．Cartenìら7) は，パークア

ンドライドのライド，すなわち公共交通の乗車が，CS

に置き換わった「パークアンドCS（P & CS）」を題材に，

自家用車のみの利用からP&CSに転換するかを尋ねるSP

調査を実施している．因子としては費用と旅行時間を設

定し，両者とも有意となったが，特に費用が手段選択に

及ぼす影響が大きいことから，P&CSを事業展開するう

えで利用料金は最重要項目であると指摘している． 

我が国における研究事例として中村ら8) は，ワンウェ

イ型CSの運用シミュレータ作成にあたり，CSへの転換

を問うSP調査とモデル推計を実施している．SP調査の

結果から，料金が安い，トリップ時間が長い，予約時間

が短いほどワンウェイ型CSへの転換確率が高いことを

示している．斉藤・羽藤9) は，過去の被験者の移動履歴

をもとに，EVシェアリングの利用意向および加入意向

についてSP調査を実施している． 分析結果から，アク

セス・イグレス時間が長い，料金が高い，OD距離が長

いほどEVシェアリングは利用されにくいことを指摘し

ている． 

ここで，実際に個人がCSを利用するか否かの判断基

準を考えると，道路の渋滞や公共交通の車内の混雑，荷

物の多さといった不便さが大きく影響を及ぼすと考えら

れる．しかし既往研究では，CSの利用料金と所要時間

に関する分析が中心で，このような「不便さ」という観

点はあまり考慮されていない．そこで本研究では，既往

研究と同様の金銭コストや所要時間を因子とするSP調

査に加え，被験者個々人が日常の交通で置かれている不

便な状況に関しても調査を行う．それにより，個人の交

通手段選択により即した分析が可能であると期待される． 

 

 

3. ワンウェイ型CS選択モデル構築のためのアン

ケート調査 

 

(1) 調査概要 

本研究では，日常的な交通の手段として自家用車によ

る移動と公共交通（電車・バス）による移動を想定し，

それらからワンウェイ型CSへの転換に関するアンケー

ト調査を実施した．調査は，(1)日常的に通勤している，

(2)普通自動車の運転免許を保有している，(3)通勤およ

び私用の移動で公共交通か自家用車を中心に利用する，

の3要件を満たす者を対象とした．対象地域は，公共交

通が集中する都心部として愛知県名古屋市を，自動車へ

の依存度が高い都市として愛知県豊田市10) を中心とした

エリアを設定し，居住地と勤務先がともにこれら2地域

に含まれる人を抽出した．なお，調査はインターネット

上で行った． 

表-1に，アンケート調査の質問項目を示す．各被験者

には，移動目的（通勤または私用目的）および移動手段

（公共交通または自家用車）を筆者らが指定し，該当す

るトリップで最も移動頻度の高いものを想定してもらっ

た．そして，そのトリップに関する金銭コストや移動時

間などの情報（RPデータ）や，不便度の評価を尋ねた

うえで，ワンウェイ型CSへの転換に関するSP調査を行

った．ここで，ワンウェイ型CSの利用形態としては，

移動の全区間をCSで移動する「ダイレクト型」，途中

までCSを使い，そこから公共交通に乗り換える「アク

セス型」，公共交通利用後の末端手段としての「イグレ

ス型」が想定される．そこで本研究では，表-2に示すよ
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うに「通勤」での移動について回答する被験者に対し，

その居住地と勤務先の組み合わせに応じてSP調査内で

ワンウェイ型CSの利用形態を提示した．一方「私用」

での移動については，予備調査で移動目的や目的地を絞

っていないため，被験者ごとに大きく異なると考えられ

る． したがって，「私用」での移動について回答する

被験者に対し，SP調査で提示するワンウェイ型CSの利

用形態は，表-2とは無関係に3種の中から無作為とした．

ただし，本稿ではこれら3種のうち，最もCSへの転換確

率が高いと考えられる「ダイレクト型」を対象とした分

析を行う． 

SP調査の中では，RPデータをもとに現在の交通手段

とCSの利用条件を設定した．「ダイレクト型」CSの利

用意向について回答する被験者には，表-3，表-4に示す

ように利用条件を変化させ，計8パターンについて回答

を得た．なお，表-4に示すように，自家用車利用につい

て回答する被験者に対して提示するCSの利用条件の一

部は，既往研究などを参考に独自に設定した．被験者の

選択肢は，単に2択で「現在の交通手段 or CS」とはせず，

表-5に示すように4択として幅を持たせた． 

(2) 回答者の個人属性 

 アンケートの実施が未完のため現時点では省略． 

 

 

4. ワンウェイ型CS選択モデルの推定 

 

(1) モデルの概要 

本研究で構築するワンウェイ型CS選択モデルの概略

を図-1，図-2に示す．両図において，実線で囲まれた変

数が観測変数（すなわち，アンケート調査の回答内容），

点線で囲まれた変数が観測不可能な変数である．特に，

「普段の移動の不便度」を潜在変数として選択モデルに

組み込む点が本研究で構築する選択モデルの重要な特徴

である．モデルの推計には，Ben-Akivaら11) を参考に，潜

在変数と効用関数を同時に推計可能な方法を採用した．  

 

(2) 推定結果 

アンケートの実施が未完のため現時点では省略． 

 

 

5. まとめ 

 

本研究では，交通問題などの改善効果が期待されてい

るワンウェイ型CSについて，普段の交通手段からの転

換を尋ねるアンケート調査を行った．そして，特に移動

表-3 SP調査における変数表（公共交通利用） 

因子 水準 

公共交通の待ち時

間 

RPデータ，その5割増しの値 

CSの料金 RPデータの運賃，その5割増

しの値 

CSへのアクセス時

間 

RPデータのアクセス時間，

その5割増しの値 

CSの乗車時間 RPデータの乗車時間，その5

割増しの値 

 
表-4 SP調査における変数表（自家用車利用） 

因子 水準 

自家用車の運転時

間 

RPデータの平均時間，同最

大時間 

CSの料金 200円/15分，400円/15分 

CSへのアクセス時

間 

5分，10分 

CSの乗車時間 RPデータの運転時間の平均

時間，同最大時間 

 
表-5 SP調査での被験者の選択肢 

(1) 必ず「公共交通 / 自家用車」を利用する 

(2) おそらく「公共交通 / 自家用車」を利用する 

(3) おそらく「ワンウェイ型CS」を利用する 

(4) 必ず「ワンウェイ型CS」を利用する 

 

表-1 アンケート調査項目 

(1) 日常的に行うトリップ 

「通勤」または「私用」のいずれかの目的で外出頻度の

最も高いトリップについて，「移動頻度」「荷物の量」

「同行人数」を尋ねる．また，同トリップについて，公

共交通の利用についての回答者には「運賃」「アクセス

時間」「待ち時間」「乗車時間」を，自家用車について

の回答者には「運転距離」「運転時間（平均・最大）」

をそれぞれ尋ねる（これらをRPデータとして後のSP調査

に利用する）． 

 

(2) 不便度評価 

(1)のトリップについて，「費用」「所要時間」「混雑具

合」「運行頻度」「乗り換え」「始発・終発時刻」の各

項目別に（主観的）不便度を尋ねる． 

 

(3) ワンウェイ型CSの利用意向を問うSP調査 

(1)のトリップに関する数値情報を利用し，新たに同じ区

間でワンウェイ型CSが導入された場合に，現在利用して

いる交通手段とワンウェイ型CSのどちらを利用するかを

尋ねる． 

 

(4) 個人属性 

被験者の年齢，性別，世帯人数，自家用車保有台数，CS

利用経験，交通手段別の外出頻度を尋ねる． 

 
表-2 SP調査で提示するワンウェイ型CSの利用形態 

 勤務先 

名古屋市 豊田市 

居

住

地 

名 古 屋

市 

・ダイレクト ・アクセス 

・イグレス 

豊田市 ・アクセス 

・イグレス 

・ダイレクト 
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の全区間でCSを利用する「ダイレクト型」を対象にそ

の選択モデルを構築した．その際，普段の交通手段にお

ける費用や所要時間，混雑具合など様々な項目に対して

個人が抱く「不便さ」を併せて調査し，分析に取り入れ

た．  

 

今後の課題としては以下が挙げられる． 

1) 本研究では，ワンウェイ型CS選択モデルの構築と，

その推定結果に基づく基礎的な考察にとどまっている．

具体的な方策は確定していないが，この選択モデルを活

用した詳細な分析を行う必要がある． 

2) 本稿では「ダイレクト型」の利用についてのみ分析を

行っており，「アクセス型」「イグレス型」の利用につ

いても同様のモデルを構築し，分析する必要がある． 
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ONE WAY CAR-SHARING CHOICE MODEL  

CONSIDERING MOBILITY INCONVENIENCE EVALUATION 

 

Ryuto OGATA, Jan-Dirk SCHMÖCKER, Nobuhiro UNO,  

Toshiyuki NAKAMURA and Masahiro KUWAHARA 

 
One-way car-sharing systems (OWCS) might reduce private car usage and improve the accesibility, as 

they make it possible to use car-sharing for the “first mile” and/or the “last mile” and in between use public 

transport. However, they might not be chosen even though they are convenient; whether they are chosen 

should also depend on "inconvenient factors" such as luggage and overcrowding . 

In order to understand which factors to have an influence on mode choice, we conduct a survey. It in-

cludes the evaluation of inconvenience on usual mode and the stated preference survey asking whether to 

switch to OWCS. Based on it, we build the OWCS choice model and consider the results. 
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